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歴史学の研究素材である史料は，例えば国宝「島津家文書」では左上のような箱に収められ伝えられてきました．そ
こには右上のような源頼朝の文書もあり，鎌倉時代に誘ってくれます．こうした文書を整理・解読し，歴史的な位置
づけを施した『大日本史料』や『大日本古文書』という史料集が歴史学には不可欠です．左下はその 1 冊です．100
年を超えた研究蓄積は右下のように 1 000 冊余の一大叢書を形成し，人文系屈指の歴史知識データベース（SHIPS-DB）
となっています（特集「歴史知識学」（pp. 1-55））．


